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◉音楽を多角的に捉えることができる教材を収録し（⇒音楽をより深 く理解し，さまざまな視点から幅広く音楽を愛好することができる教科書）

◉生徒の特性や実態に即して学習を展開できるように，学習MAP を設け（⇒生徒の学習意欲を喚起する教科書）
◉各教材に活動のポイントを示し，豊富な解説資料等を掲載し（⇒ 生徒の自主的・自発的な学習展開を可能にする教科書）

◉各楽曲に音楽用語等の説明を加え（⇒音楽の基礎的・基本的な知識を習得し て活用できるよう工夫した教科書）

◉「鑑賞のポイント」や「音楽を鑑賞する際に」といった具体的な ヒントを示し（⇒鑑賞時の着眼点や学習効果を上げるための工夫を加えた教科書）
◉我が国や諸外国の音楽文化に広く接してさらに理解を深める ことができるように，写真や図版を豊富に取り入れた　　
 教科書です。

で積み重ねる音楽体験

新しいMOUSA2では新学習指導要領への確実な対応を第一に考え，そのうえでMOUSA1で提案いたしました，
より楽しく，より使いやすい教科書，より多くの生徒に対応しやすく，授業を幅広く展開できる教科書とい
うコンセプトをそのまま引き継いでいます。
とりわけ，MOUSA1の学習をもとに基礎的な内容を確実に学習することができるよう，よりいっそう教材の
精選に努めました。
また，学習内容を明確にするため各教材に活動のポイントを示し，生徒の自発的な学習を促す手がかりにし
ました。
そして，全体を通して音楽文化に対する興味・関心を深め豊かな音楽活動を行うことができるよう，
また，コラムや解説資料等を掲載することにより学習の関連性を重視し，生徒一人一人が積極的かつ自主的に，
そして意欲的に学習できるよう多くの配慮を加えました。

すなわち

が目指したものは…

豊かに広がる，音楽へ のさらなる旅を求めて！
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音楽をより深く理解し， さまざまな視点から幅広く音楽を愛好することができるよう，教材を精選しました。また，生徒が自ら主体的に楽しく学ぼうとす
る意欲を引き出すよう， 目次を工夫しました。曲の態様を示す他，学習MAPでは態様ごとに教材を分類しています。生徒の学習意欲を喚起する教材
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取り組みやすい創作
女声三部合唱 創作

歌とギター（TAB譜） 世界の諸民族の音楽の鑑賞

リコーダー二重奏 ポイントを絞った鑑賞
日本の伝統的な声楽 日本の伝統音楽の鑑賞ミュージカル・ナンバー 西洋音楽史と鑑賞

（P.52) （P.30)

（P.12) （P.46)

（P.32) （P.96)

（P.76) （P.74)（P.69) （P.88)
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学習内容を明確にするため，各教材に活動のポイントを示しました。また，演奏する際の注意点や音楽用語の読み方と
その意味，リコーダーの派生音の運指などを必要に応じて掲載し，確実に音楽の力が定着するよう配慮しました。

音楽の基礎的・基本的な知識を習得するための工夫 新学習指導要領への対応

●我が国や郷土の伝統音楽に関する理解を深め
ることができるような教材を収録しました。

●「音楽を形づくっている要素」に関
する学習時の具体的なヒントとな
るよう，「音楽を鑑賞する際に」
を収録しました。●鑑賞時の着眼点やその教材で何について批評したらよいのかが具体

的にわかるよう「鑑賞のポイント」を提示しました。

（P.44・45）

篠笛と太鼓によるアンサンブルと和楽器の奏法

伝統音楽の一端に触れることができる
「謡にチャレンジ」

（P.76・77）図形楽譜を用いて，視覚からも
謡の特徴がわかるように
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音楽を構成する各要素に
ついての説明

（P.94・95）

（P.73）

（P.87）

（P.21）

（P.34）

イタリア歌曲の学習

ポイントを絞った鑑賞の特集ページ

活動のポイントを明示

演奏する際の注意書きが
書き込まれた楽譜
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歌詞を理解して歌うことが
できるよう，単語一つ一つ
の意味と歌詞の和訳を掲載

リコーダーの
派生音の運指

アンサンブル

派生音以外の運指についてはリンク先へ
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さまざまな音楽文化に関わる知識をいっそう深めることができるよう，コラムや解説資料を豊富に掲載しました。

生徒の自主的・自発的な学習展開を可能に

文楽と歌舞伎に触れる

ラテン・アメリカの音楽に親しむ

（口絵iii・iv)

（P.50・51) 華やかなバレエを楽しむ

演歌の歴史をたどる

（P.72)

（P.84)
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